
　
二
か
年
の
共
同
研
究
の
二
年
目
に
当
た
る
今
年
度
は

各
地
域
で
住
民
自
身
に
よ
る
事
業
の
立
案･

実
施･

検
証

が
進
め
ら
れ
た
。
弘
前
市
常
盤
野
地
区
で
は
学
生
に
よ

る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
、
平
内
町
藤
沢
第
一
地
区
で
は

公
民
館
で
の
健
康
教
室
や
共
有
林
で
の
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ

栽
培
な
ど
新
た
な
活
動
が
生
れ
た
。
三
沢
市
根
井
地
区

で
は
地
域
行
事
で
の
世
代
間
交
流
の
広
が
り
や
学
生
と

子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
定
期
化
に
よ
り
旧
小
学
校
の
再

拠
点
化
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
七
戸
町
白
石
地
区
で

は
古
い
盆
踊
り
を
復
活
し
多
世
代
交
流
型
盆
踊
大
会
が

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
土
曜
保
育
で
の
剣
舞
教
授
、
山
の

恵
み
の
直
売
所
開
設
と
そ
の
収
益
の
地
域
還
元
な
ど
が

始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
新
郷
村
川
代
地
区
で
は
地
域
の
食

材
を
い
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、

Ｗ
Ｓ
で
そ
の
成
果
を
地
域
全
体
で
共
有
・
検
証
し
た
。

最
後
の
川
代
地
区
同
様
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
今
後
五

年
、
十
年
を
見
す
え
地
域
の
み
な
さ
ん
（
住
民
と
行
政
）

が
効
果
や
持
続
性
を
検
証
し
、
自
律
的
に
事
業
を
展
開

し
つ
つ
あ
る
の
が
重
要
で
あ
る
。

　
二
年
間
の
研
究
を
通
じ
た
知
見
を
二
つ
に
絞
れ
ば
、

　
地
域
社
会
研
究
科
長
の
任
を
務
め
て
か
ら
、
二
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
佐
々
木
副
研
究
科
長
を
始
め

と
す
る
専
任
教
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
そ
し
て
、
学

務
部
教
務
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
的
確
な
ワ
ー
ク
の
お
か
げ

で
、
何
と
か
一
期
を
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
改
め
て
研
究
科
長
を
拝
命
す
る
こ

と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
に
研
究
科
長
に
就
任
以
来
、
地
域
社
会
と
の

関
係
性
が
高
い
本
研
究
科
で
は
、
地
域
と
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
な
が
ら
、
研
究
の
質
を
高
め
て
い
く
と
同

時
に
、
地
域
に
実
質
的
な
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
実
践
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
青
森
県
か
ら
の
受
託

に
よ
る
「
集
落
地
域
の
実
態
把
握
と
住
民
主
体
の
計

画
・
目
標
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
」、「
あ
お
も
り
ツ
ー

リ
ズ
ム
創
発
塾
」
の
活
動
は
、
さ
ら
に
多
面
的
な
展
開

と
な
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
研
究
科
の
専
任
教
員
へ
の
、

様
々
な
自
治
体
か
ら
の
研
究
会
講
師
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
依
頼
が
、
着
実
に
増
加
し
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
英
国

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
と
の
研
究
交
流
に
向
け
た
意
見

交
換
を
、
27
年
度
に
は
現
地
か
ら
、
カ
ル
メ
ン
・
ハ
バ
ー

ド
氏
と
ア
ン
・
リ
ド
ン
氏
を
招
聘
す
る
三
月
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

講
師
依
頼
と
打
合
せ
を
兼
ね
て
、
昨
年
十
二
月
に
は
、

社
会
連
携
担
当
理
事
の
大
河
原
隆
副
学
長
と
北
原
、
平

つ
な
げ
れ
ば
、
も
っ
と

つ
な
げ
た
く
な
る
地
域
と
の
連
携

井
で
現
地
に
赴
き
、
大
学
院
再
編
に
お
け
る
地
域
創
生

に
貢
献
す
べ
き
大
学
の
役
割
、
そ
し
て
一
方
で
現
在
検

討
が
始
ま
っ
て
い
る
、
地
域
連
携
の
た
め
の
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
の
た
め
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
三
月

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
学
長
を
始
め
聴
講
さ
れ
た
大
学

の
方
々
、
弘
前
市
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
の
皆
さ
ん

に
も
提
起
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
こ
の
経
験
の
蓄
積
を
さ
ら
な
る
実
現
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
、
ご
理
解
と
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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研
究
科
長
　
　

北
原
　
啓
司

第
一
に
持
続
的
な
地
域
活
動
を
構
想
す
る
核
に
は
地
域

の
共
有
財
産
と
世
代
間
の
交
流
・
継
承
が
あ
っ
た
。
共

有
財
産
と
し
て
は
共
有
林
や
空
き
地
、
何
よ
り
も
跡
地
・

後
継
施
設
を
含
め
た
小
学
校
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は

次
世
代
と
の
関
わ
り
を
地
域
に
い
か
に
埋
め
込
み
な
お

す
か
が
鍵
を
握
っ
て
い
よ
う
。
第
二
に
そ
う
し
た
取
組

み
へ
の
大
学
の
関
わ
り
に
は
、（
一
）
一
定
数
の
学
部

生
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
主
体
型
の
関
与
と

（
二
）
院
生
や
研
究
員
等
に
よ
る
専
門
知
識
を
駆
使
し

た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
型
の
関
与
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
成
果
を
受
け
青
森
県
で
は
次
年
度
（
一
）
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
、（
二
）
院
生
・
研
究
員
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
派
遣
を
新
た
に
事
業
化
す
る
ほ
か
、
各
市
町
村
で
今

回
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
普
及
展
開
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。
大
学
と
し
て
は
そ
れ
ら
と
息
長
く
伴
走
し
地
域
の

取
組
み
が
持
続
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
そ
れ
に
対
す
る
関
与

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
類
を
見
な
い
貴
重
な
知
見
を
得
、

発
信
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
准
教
授
・
平
井
　
太
郎
）

青
森
県
集
落
経
営
再
生

　
　
　
　
　・
活
性
化
事
業



　
今
年
度
は
左
記
の
三
名
か
ら
学
位
論
文
審
査
申
請
が
あ
り
、
平

成
二
十
八
年
二
月
六
日
（
土
）
に
学
位
論
文
審
査
公
開
審
査
会
が

開
催
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

〇
小
山
内
筆
子

「
成
人
吃
音
に
お
け
る
合
成
音
声
を
用
い
た

　
　
　
　
　
在
宅
吃
音
訓
練
法
に
関
す
る
研
究
」

（
主
査
：
小
山
智
史
教
授
）

〇
下
田
　雄
次

　「「
民
俗
芸
能
」
の
「
現
在
」-

日
常
の
中
の
実
践
と
客
体
化-

」

 

（
主
査
：
山
田
嚴
子
教
授
）

〇
吉
崎
　聡
子

「
自
律
的
動
機
づ
け
に
関
す
る
有
機
的
統
合
理
論
と

　
　
　
　
　
基
本
的
心
理
的
欲
求
理
論
の
統
合
的
検
証
」

 

（
主
査
：
平
岡
恭
一
教
授
）

　
諸
分
野
の
結
集
し
た
地
域
社
会
研
究
科
ら
し
く
研
究
テ
ー
マ
は

多
様
だ
が
、
先
端
的
な
理
論
や
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て

実
践
的
な
知
見
が
産
出
さ
れ
た
。審
査
を
経
て
三
名
と
も
博
士（
学

術
）
の
学
位
授
与
が
認
定
さ
れ
た
。

（
准
教
授
・
土
井
　
良
浩
）

★
当
研
究
科
で
は
、
所
属
す
る
教
員
や
学
生
が
研
究
成
果
等
を
発

表
す
る
「
地
域
社
会
研
究
会
」
を
公
開
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

弘
前
大
学
学
務
部
教
務
課

〇
一
七
二―

三
九―

三
九
六
〇
　

　
ま
ち
あ
る
き
観
光
の
人
材
育
成
と
地
域
資
源
へ
の
新
た
な
視
点

の
掘
り
起
し
を
目
指
す
本
事
業
で
は
今
年
度
三
つ
の
成
果
が
あ
っ

た
。
第
一
に
昨
年
度
か
ら
取
り
組
む
板
柳
地
区
で
の
担
い
手
の
組

織
化
で
あ
る
。
同
地
区
で
は
今
年
度
、
従
来
の
商
工
会
青
年
部
の

枠
を
超
え
出
身
学
生
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
輪
を
広
げ
た
新
た
な
組
織

「
板
柳
ま
ぢ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
自
律
的
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。

第
二
に
観
光
人
材
の
対
象
を
県
内
で
導
入
が
広
が
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
広
げ
た
。
そ
れ
に
よ
り
聖
地
巡
礼
と
い
う
新
た
な
視
点

も
吸
収
・
波
及
し
え
た
。
第
三
に
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
し

た
公
開
講
座
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
百
名
近
い
参
加
者
が
集
ま
り
、

郷
土
料
理
と
も
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
も
異
な
る
新
た
な
食
文
化
へ
の
視

点
が
共
有
さ
れ
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
中
泊
町
出
身
の
若
者
組
織

「
い
・
な
か
ど
ま
り
」
も
新
た
に
結
成
さ
れ
、
次
年
度
以
降
、
新

し
い
ま
ち
あ
る
き
観
光
の
担
い
手
と
し
て
と
も
に
育
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。 

（
准
教
授
・
平
井
　
太
郎
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
報
告
会
が
、
平
成
二
十
八
年
二
月

二
十
八
日
、
十
和
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。
弘
前

大
学
・
竹
ヶ
原
公
客
員
研
究
員
、
青
森
大
学
・
井
上
隆
教
授
、
弘

前
大
学
・
佐
々
木
純
一
郎
教
授
の
研
究
報
告
、そ
し
て
東
北
牧
場
・

九
十
九
ひ
ろ
子
代
表
の
事
例

紹
介
が
続
い
た
。

　
討
論
で
は
、
北
里
大
学
・

東
善
行
教
授
及
び
嶋
栄
吉
元

教
授
を
は
じ
め
、
出
席
者
か

ら
熱
心
な
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
地
場

企
業
が
果
た
す
役
割
な
ど
が

議
論
さ
れ
た
。
最
後
に
、
ひ

ろ
だ
い
リ
サ
ー
チ
が
各
地
の

社
会
的
課
題
を
引
き
続
き
研

究
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。（
教
授・佐
々
木
純
一
郎
）

地
域
社
会
研
究
科
後
援
事
業

̶

「『
函
館
酪
農
公
社
』移
動
販
売
車
に
見
る

買
物
過
疎
地
域
へ
の
社
会
貢
献
的
役
割
の

研
究
」
報
告
会

入試案内

弘
前
大
学
・
大
学
院
地
域
社
会
研
究
科
の
入
学
試

験
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

弘
前
大
学
学
務
部
入
試
課
　
　
　
　
　

　
〇
一
七
二―

三
九―

三
九
七
三

三
一
九
三

あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
発
塾

平
成
二
十
七
年
度

地
域
社
会
研
究
科
学
位
論
文
の
紹
介


